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第２学年東組 国語科（少人数）学習指導案

真鍋 佳樹・金﨑 知子学習指導者

単元 「話して，書こう『たからもの 」』

１ 本単元のねらい

国語への関心・意欲・態度 話す・聞く能力 言語についての知識・理解・技能
聞き手を意識して 「宝物」を紹 伝えなければならないことは何かを クイズやスピーチにおいて，

， ，介するクイズやスピーチづくり 考えて 「宝物」を紹介する時に，ど 姿勢や口形などに注意して
をし，友達に質問したり，質問 んなことをどの順序で話すとよいか 丁寧な言葉づかいで話すこ
に答えたりしようとする。 について考えて話すことができる。 とができる。

２ 単元について

(１)教材開発について

「宝物」を紹介することは，２年生の子どもたちにとって，話したい，聞いてもらいたいと

いう思いをかき立てる教材となる。子どもたちには，一人一人自分の大切にしている「物」が

あるが，その「物」には，宝物となる所以が存在する。例えば，長い時間を費やして一生懸命

に作り上げた物であるとか，その物に，家族との思い出が詰まっているとかである。

低学年期の子どもは，何かを紹介しようとする時，抽象的な視点からのみ紹介をしたり，紹

介の目的を忘れてしまったりということに陥りやすい。例えば 「宝物」の紹介においては，，

「ぼくの宝物は，この石です。とても綺麗なので気に入っています 」というように 「綺麗」。 ，

といった言葉で，自分の思いを伝えようとすることである。ここには 「石」を「色や形や模，

様等」の具体的な視点から見て伝えようとする述べ方が見られない。また，多面的にかつ具体

的に伝えたとしても 「物」の紹介に終始してしまい 「宝物」の紹介という目的において最， ，

も重要な「それが宝物となり得た理由や背景」について述べられないといったことである。

そこで 「宝物クイズ」や「宝物にまつわる絵や写真を使ったスピーチ」という言語活動を，

設定したい 「宝物クイズ」については，クイズのヒントを作るという活動において 「物」。 ，

を具体的で多面的な視点から捉えて述べる力を育てることができると考える。また 「宝物に，

まつわる絵や写真を使ったスピーチ」においては 「物」以外の複数の映像を提示しながら話，

「 」 。すことによって 宝物となり得た理由や背景 について詳しく述べる力を育成できると考える

(２)教材の組織について

本単元では，習熟度別の少人数指導を導入する 「クイズコース」は 「具体的な視点から。 ，

多面的に『物』紹介をすること」を，クイズのヒントづくりを基に考えていく。また，クイズ

のヒントだけではなかなか迫ることが難しい「宝物となり得た理由や背景」を述べることの大

切さに気付かせる。そして，このことを，クイズのヒントとして取り入れたり，クイズの前後

に説明を入れたりする方法を工夫していくといった 基礎・基本 の定着をめざしていく 宝「 」 。「

物にまつわる絵や写真を使ったスピーチコース」は 「クイズコース」のねらいとする視点を，

持ち得た子どもたちで構成するコースである。ここでは 「宝物」にまつわる人物や自分との，

かかわりの視点から，詳しく説明していき「話のまとまりや中心に気を付けて話す力」という

発展的な力の育成をめざしていく。

また 「話すこと」が 「尋ねたことに答える」ことで広がりや深まりが期待でき 「話した， ， ，

内容」を「書く活動」に取り入れていくという低学年期の子どもたちの実態がある。そこで，

各コースとも，質問し合う活動を重視するとともに 「紹介文」を書く活動は，音声言語の活，

動に追従する形で組み入れていく。
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（総時数 13時間）３ 単元計画
(２時間)「宝物」の紹介計画を立てよう

○ 「宝物」の紹介をするときに，何について述べたらよいの 展 開 の 工 夫
かについて話し合い，紹介原稿を書く。
どんな物なのかをくわしく話したらいいよ。 教師が宝物を紹介するク
宝物を持ってきたり，写真を見せたりしたらいいね。 イズやスピーチをして，
なぜ宝物なのかというわけを話そう。 自分の宝物や宝物に対す

る思いを分かりやすく伝
物の様子，用途，物と自分とのかかわり，物と人とのつな えたいという意欲を喚起
がり等の視点から，紹介原稿を書く。 する。

第１次で書いた紹介原稿
(７時間) を基に，習熟度に応じた「宝物」を紹介しよう パート１

○ 各コースに分かれて活動の計画を立てる。 ２つのコースを設定し，
基礎・基本の徹底や発展
的な力の育成に応じた学〔クイズコース〕 〔スピーチコース〕

○ 紹介原稿を基に，クイズ ○ 紹介原稿を基に，スピー 習活動が展開できるよう
のヒントをつくる。 チに使う写真や絵を選ぶ。 にする。
色と形と使い方で３つのヒ プレゼントしてくれたおば
ントができたぞ。 あちゃんの写真にしよう。

「 」 ，スピーチ に関しては
宝物になった理由や背景○ 「クイズ大会」をして宝 ○ 「スピーチ大会」をして
を「まとまりをつくって物の紹介の仕方を考える。 宝物の紹介の仕方を考える。
詳しく述べる」という力【本時 ４／７】 【本時 ４／７】

宝物のいろいろなことをヒ 話す前に，写真で言いたい を育成する発展的な学習
」ントにしたら，おもしろい こと友達に当ててもらうよ を組織する。

クイズになるなあ。 うにしたら楽しいなあ。
宝物じゃなくても，クイズ 写真の説明をしていたら，
になってしまうなあ。 宝物になったわけが詳しく
宝物になったわけを話さな 話せたよ。写真ごとにまと
いといけないよ。 めておこう。

物を具体的な複数の視点か 物とそれに関係する人や出
ら捉え，その順序を考えて 来事の視点等からまとまり
紹介したり，話す目的に応 をつくって，中心に気を付
じた内容を組み込んで話し けながら詳しく話す。 質問されたことに答えた
たりする。 内容を記録（ビデオ・テ

ープレコーダー等）に残
○ 「クイズ大会」を通して ○ 「スピーチ大会」を通し し，書く活動の際に内容
学んだことを基に，紹介原 て学んだことを基に，紹介 を加えて書くことが容易
稿を書き加える。 原稿を書き加える。 にできるようにする。

(４時間) それぞれのコースで学ん「宝物」を紹介しよう パート２
○ ２つのグループに分かれ 「クイズ大会」や「スピーチ大 だ思考様式の習熟を図っ，
会」をする。 たり，互いのコースでの

学びを紹介し合ったりす
るため，相手を変えての〔真鍋先生コース〕 〔金﨑先生コース〕

「スピーチコース」の人へ 「クイズコース」の人にス クイズやスピーチの活動
クイズを出すよ。なぜ宝物 ピーチするよ。一つ一つの を行えるようにする。そ
なのかのわけをクイズの後 写真について，まとまりを の際，一人一人の活動時
で話そう。 つくって話すよ。写真の順 間を保障できるように，
宝物になったわけを 「ス 番も考えて，分かりやすい 相互作用型の少人数指導，
ピーチコース」の人のよう スピーチにしよう。クイズ を設定する。
に詳しく話したいなあ。 も入れてみたいな。

発展的な学習
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（ ） 【 】 〔 〕４ 本時 １日目 の学習指導 研究授業 スピーチ コースⅠ
（１）目標

「宝物にまつわる絵や写真を使ったスピーチ」を通して，宝物となり得た理由や背景について，話のまと

まりをつくり，その中心に気を付けて話したり，質問されたことに答えたりすることができる。

（２）学習指導過程

学 習 活 動 子 ど も の 意 識

１ モデル児によるスピーチと

教師によるモデルスピーチと 真鍋先生のスピーチは，宝物の「物」ばかりについて話そうとしてい

を聞き比べ，よさや問題点に るんじゃないかな。○○さんは，なぜ宝物なのかについて話してくれ

ついて話し合う。 ると思うよ。
（１）３枚の写真を比べて，ス 宝物になったわけをしっかり話してほしいなあ。

ピーチ内容を予想する。

絵や写真を使って，宝物になったわけをスピーチしよう。

（２）スピーチ内容を比べる。

○○さんが大切にしている物 真鍋先生は，簡単にしか言わな

は，大好きなおばあさんがプレ かったから，もっと詳しく話し
ゼントしてくれて，○○さんが てください。

何日もかかって作ったから「宝 きっと，～なことではないで

物」になったんだね。 すか。

（３）スピーチで大切にしたい

ことをカードにまとめる。 写真や絵を使って，どんな思 絵や写真を見ただけで，きっ

い出があるのかを詳しく話した とこんなことだろうと分かる
らいいよ。 よ。聞いている人は，クイズみ

話す順番も大事だね まずは たいにそのことを先に話して，。 ，

物について話したほうが分かり それからスピーチをしたらおも

やすいよ。 しろそう。

予想を話してくれたことについて，それと同じなのか，少し違うの
かを先に話して，詳しくスピーチすればいいよ。

一つの写真や絵のスピーチが終わるまでは，次のことについて話さ

ない方がいいよ。ごちゃごちゃになっちゃうからね。

２ グループをつくってスピー

チをし合い スピーチ原稿に ○○さんが聞いてくれたので，私の宝物のぬいぐるみを抱いたら，， ，

質問されて話したことをカー いやなことや悲しいことがすぐになくなることを話せたよ。

ドに書き加える。

一つの写真についてもたくさん話したので，何を話したか忘れちゃ

ったよ。そうだ，テープレコーダーを聞いてみよう。

たくさん話したので，次に話すときのために，言ったことを整理し

なくちゃいけないよ。

３ 書き加えたカードを並び替

えて，スピーチ原稿を整理す
る。 まずは，宝物，次は おばあさんとはな 長い間お父さんにお

もらった人，最後は かなか会えないこ 願いしたことを話し

自分がどのように使 とを言ってから， て，買ってもらった

っているかで話して もらった時の気持 ときのうれいし気持

いこう。 ちを話そう。 ちを話そう。
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４ 本時の学習指導
＜前時までの子どもの学びの様相＞

これまでに，子どもたちは 「宝物紹介」において述べるべき視点についての学習をしている。本コー，

スの子どもたちは，紹介原稿の中に「宝物となった理由や背景」についても書くことができている子ども

たちである。そして，内容ごとに，スピーチに使う写真や絵を用意してきている。

支 援

・ 本時の課題を焦点化するために，モデル児の用意した写真や絵（宝物となった理由や背景を表す）

と教師の用意した写真（全てが物の映像）とを黒板上に並べて提示し，これから，宝物となった理由

や背景について詳しくスピーチしていくという課題意識を明確にもたせたい。

【モデル児の提示する写真や絵（例 】 【教師の提示する写真】）

≪支援≫
モデル児がスピーチ（一つ一つの内容について詳

） ， ，しく説明 を行った後 新たな２枚の写真を提示し

「宝くじで当てました 「これで音楽を聞いていま。」

す 」といったような，写真と話す内容の順序が逆に。

なった簡単な説明のみを話し，教師の話し方の問題

点が，モデル児との対比の中で明らかになるように

する。その過程で，以下のような述べ方のよさ（思考様式）に気付くようにする。

「 ， ， ， 。」○○さんは 写真と話したことが合っていたけど 真鍋先生は 写真と話したことが逆だったよ

といった発言→映像と話す内容の整合，映像を提示する順序（話す内容の順序）

「 ， 。」真鍋先生は くじ引きで一等が当たってとてもうれしかったから宝物になったんじゃないですか

といった発言→教師の応答→答えた内容の文字言語化で効果の確認→一つのことを詳しく話す効果

「△△さんが，～ことを聞いてくれたので，詳しく話すことができました 」といった発言→聞き手。

の質問がある場合とない場合の話した内容の比較→質問の効果

， ， 。・ グループでスピーチする場合 質問したこと それに答えた内容をスピーチ語に文字言語化させる

その際，音声言語が一過性であるということを克服するために，各グループにテープレコーダー等を

用意しておき，内容を後で振り返ることができるようにしておく。

≪支援≫

一つの内容について質問されて答えたことを，一文で一枚のカードにさせる。そして，必要なカー
ドを選び，その順序をいろいろ変えてみて，分かりやすい話し方（まとまりにおける内容の順序）に

ついて考えられるようにする。

おばあさんが，わたしにプレゼントしてくれたぬいぐるみです。 → × この内容はいらない

おばあさんは，わたしの気もちをわかってくれるから大すきです。 → ② 後にする

おばあさんが，わたしのいえにきたときに，もらいました。 → ① 最初に話す

一目見て，かわいいのですぐに気に入りました。 → ③ ここでよい

【評価】方法：グループでのスピーチの様子，紹介原稿

Ｓ：宝物となった理由や背景について，全ての内容ごとに複数の文で説明し，しかも，その順序が整

合している。 ＜判断基準Ｓ例＞

この写真は，私のおばあさんです。おばあさんが久しぶりに家に来た時に，このぬいぐるみを

もらいました。私は大好きなおばあさんがくれたぬいぐるみが一目で気に入りました。


